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核融合炉ではダイバータ熱負荷軽減のため、不

純物入射による非接触ダイバータ運転が計画さ

れている。トロイダル一様な熱負荷軽減が望まし

いが、特に窒素(N2)入射プラズマにおいて、一部

のトロイダルセクションで熱負荷が増加する非

対称性が観測されている[1-3] 。また、EASTの

ITER-likeタングステンダイバータでは、H-mode
プラズマにネオン(Ne)を入射した際、熱負荷軽減

にトロイダル非対称性が観測されている[4]。これ

らの非対称性の要因として、ダイバータプローブ

や抵抗性ボロメータによるトロイダル分布計測

により、輻射構造の局在化が考えられていた。近

年LHDでは、1台のイメージングボロメータで得

られる2次元輻射データに主成分分析を用いるこ

とで、N2入射時の局所化した輻射構造の抽出に成

功した[5]。この輻射構造は、EMC3-EIRENEコ

ードで窒素の電離が予測されたダイバータレッ

グから、熱負荷が減少したダイバータ板につなが

る磁力線に沿って局在化していることが明らか

になった。 
LHDでは、図1に示すように、ある電子温度・

密度条件でNe入射プラズマでもこのトロイダル

非対称性が見られている。本講演では、2次元輻

射計測データから主成分分析で抽出した輻射構

造と、ダイバータ熱負荷軽減のトロイダル非対称

性との関係について報告する。 
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図 1 Ne 入射プラズマにおける(a)加熱パワー

及び総輻射量、(b)線平均電子密度及びプラズ

マ蓄積エネルギー、(c)トロイダルセクション 6
におけるダイバータ熱流束の時間発展。(d)Ne
入射前後でのダイバータ熱流束比のトロイダ

ル分布。比が 1 を超えると Ne 入射により熱負

荷が増えた（=トロイダル非対称な熱負荷軽

減）ことを示す。 


